
1

entre-press : SEINENBU

E-mai l :yeg@hiroshimacci .or . jp発行人／田村　満則　編集／青年部広報委員会 

戻る 進む ホーム 再読込 画像 開く 印刷 検索 中止 

jump http://www.owl-net.ne.jp/yeg/

新 情 報  新 情 報  おすすめ おすすめ リンク集 リンク集 ネット検索 ネット検索 ソ フ ト  ソ フ ト  

広島商工会議所 
青年部会報 2002.2

次ページ 

Ｖｏｌ.Ｖｏｌ.
ＨＩＲＯ

ＳＨＩＭ
Ａ

C O N T E N T SC O N T E N T S

新　年　互　礼　会 ……2

10 月　例　会 ……3

第3回広島YEGゴルフ大会 ……4・5

平成13年度臨時総会 ……6

忘　　年　　会 ……7

特集 メールのマナー ……8



2

広
島
商
工
会
議
所

青
年
部
　
会
長

田
村
　
満
則

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
旧

年
中
と
変
わ
ら
ず
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
積
極
的
な
ご
参
加
、

ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
平
成
13

年
４
月
よ
り
５
年
目
と
な
る
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

〝
21
世
紀
の
幕
開
け
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

〞
を
基
本
方
針
に
、
私
自
身
が
自
分
に
常
に
問
い
続
け

た
事
、〝
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
何
か
〞、〝
Ｙ
Ｅ
Ｇ
だ
か
ら
ど
う

す
る
の
か
〞
の
２
点
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
基
本
と
し
て

設
立
か
ら
５
年
を
迎
え
、
新
た
な
る
１
歩
を
踏
み
出
す

為
に
、
今
一
度
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
原
点
に
戻
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か
を
基
本
と
し
て
、
組
織
運

営
の
強
化
と
会
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て

参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
14
年
を
迎
え
本
年
度
は
残

り
３
ヶ
月
と
な
り
ま
す
。
今
、
時
代
は
我
々
が
経
験
し

た
事
の
な
い
状
況
で
動
い
て
い
ま
す
。
青
年
と
し
て
時

代
に
立
ち
向
か
い
、
時
代
の
先
駆
者
と
な
る
べ
く
気
概

を
も
ち
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
更
な
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
変
革
〞
を
念
頭
に
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
の
推
進
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
重
ね

て
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
互
礼
会

新
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り

乾杯！
池内会頭ごあいさつ

ヨイショー！

アトラク
ション

がんばって景品を
ゲットしんさいよ～
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日
　
時：

平
成
13
年
10
月
26
日
（
金
）

18：

00
〜
19：

50

場
　
所：
広
島
商
工
会
議
所
　
１
階
１
０
１
号
室

【
田
村
会
長
挨
拶
】

９
月
に
開
催
し
た
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ッ
セ
の
成
功
に
感
謝

を
致
し
ま
す
。

広
島
を
元
気
に
す
る
グ

ル
ー
プ
。（
都
市
機
能
研
究

委
員
会
）
の
担
当
に
よ
り
中
国
新
聞
社
の
目
光
紀
様
を

迎
え
、
広
島
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

広
島
は
今
、
元
気
が
無
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
産
業
・
経
済
を
見
る
と
元
気
が
無
い
。』
と
い
う

事
を
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
広
島
に
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
商
業
施
設
が

無
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
造
る
こ
と
で
活

性
化
す
る
の
か
？
と
い
う
事
も
考
え
て
頂
き
た
い
。『
ハ

ー
ド
を
造
る
時
代
か
ら
ハ
ー
ド
を
使
う
時
代
・
ソ
フ
ト

の
時
代
と
移
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
』

広
島
に
何
で
も
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
街
を
造
る
と
い
う
事
が
元
気
を
測
る
尺

度
と
な
る
の
で
は
…

広
島
の
街
が
ど
う
な
れ
ば
良
い
か
？
わ
れ
わ
れ
、
商

工
会
議
所
青
年
部
が
商
工
業
の
発
展
を
支
援
す
る
に
は
？

と
い
う
事
を
考
え
て
、
日
本
の
広
島
で
は
な
く
、
世

界
の
中
の
広
島
と
い
う
事
で
考
え
て
頂
き
た
い
。

【
目
　
光
紀
（
さ
っ
か
み
つ
の
り
）
氏
　
講
演
】

テ
ー
マ
　
「
広
島
の
魅
力
ア
ッ
プ
へ
の
課
題

〜
東
広
島
貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地

利
用
議
論
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」

講
　
師
　
中
国
新
聞
社
　
編
集
委
員
室
長
　

目
　
光
紀
（
さ
っ
か
み
つ
の
り
）
氏

現
在
、
工
業
・
商
業
と
も

に
低
迷
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
広
島
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
誰

が
・
ど
ん
な
目
的
で
・
何
を

ど
う
す
る
と
い
う
こ
と
を
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

に
か
く
、
み
ん
な
で
ど
ん
な
意
見
で
も
出
し
合
っ
て
議
論

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

新
聞
紙
面
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
意
見
・

情
報
を
掲
載
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
。

広
島
の
大
き
な
問
題
と
し
て
、
ド
ー
ム
の
問
題
が
挙
が

っ
て
い
る
。

広
島
の
住
民
の
問
題
と
し
て
挙
が
っ
て
来
て
い
る
の
は
、

シ
ャ
レ
オ
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
問
題
も
抱
え

て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
、
広
島
は
元
気
が
無
い
の
か
？

１．

人
材
の
問
題

２．

交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題

と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か

ら
見
た
と
き
に
ど
う
か
？
と
い
う
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
の
問
題
に
つ
い
て
、

広
大
な
土
地
を
ど
う
使
う
か
？
を
考
え
た
時
に
、
ド
ー

ム
球
場
を
と
い
う
意
見
が
持
ち
上
が
っ
た
。

こ
の
時
、
お
金
・
カ
ー
プ
球
団
等
が
ま
ず
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
球
場
と
し
た
場
合
、
球
場
の
ス
タ
イ
ル
・
周
辺

整
備
・
今
後
の
日
本
プ
ロ
野
球
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
現
在
の
球
場
跡
地
は
ど
う
な
る
の
か
？

問
題
は
山
積
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
こ
だ
け
で
な
く
、
あ
ち
こ
ち
の
工
業
地
帯
に
も
空
き

地
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

現
実
に
、
造
っ
た
後
の
採
算
性
の
問
題
解
決
無
く
し
て

前
に
進
め
な
い
。

こ
の
後
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
意
見
を
出
し
合
い
発
表
致
し
ま
し
た
。

10

月

例

会

質疑応答

グループ発表
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日
　
時：
平
成
13
年
10
月
12
日
（
金
）

場
　
所：
鷹
の
巣
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

原
田
・
蔵
田
・
福
田
・
山
本（
昌
）組

天
野
・
安
田
・
大
森
・
岩
佐
組

山
本
（
周
）・
古
田
・
原
・
山
野
組

毛
利（
信
）・
田
村
・
櫻
井
・
竹
内
組

第
3
回
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

後
藤
・
斎
藤
・
野
村
・
愛
谷
組
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松
本
・
道
本
・
石
田
・
正
路
組

森
迫
・
木
村
・
瀬
戸
・
柴
田
組

丸
子
・
三
宅
・
高
野
・
八
條
組

宮
�
・
田
中
・
毛
利（
茂
）・
植
野
組

広
藤
・
角
川
・
沖
中
・
堀
江
組



6

日
　
時：

平
成
13
年
11
月
22
日
（
木
）

17：

00
〜

場
　
所：
広
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
「
瀬
戸
内
」

【
田
村
会
長
挨
拶
】

設
立
５
年
目
を
迎
え
た
青

年
部
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
入
会
さ
れ
、
ど

ん
な
活
動
を
し
よ
う
と
思
っ

て
入
会
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

当
会
と
同
じ
よ
う
な
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
何
故
こ
の
会
に
入
会
さ
れ
た
か
と
い
う
事
を
今
一

度
考
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
事
の
中
で
、
次
年
度
会
長
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
役

員
選
任
規
定
に
よ
り
次
年
度
役
員
が
指
名
さ
れ
た
。
役
員
・

幹
事
の
公
表
を
行
い
、
皆
様
の
御
賛
同
の
も
と
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
14
年
度
役
員

会
　
　
長
　
　
櫻
　
井
　
文
　
晶

直
前
会
長
　
　
田
　
村
　
満
　
則

副
会
長
　
　
植
　
田
　
　
裕

〃

久
保
田
　
貴
八
郎

〃

熊
　
本
　
裕
　
子

〃

寺
　
西
　
浩
　
一

〃

古
　
田
　
裕
　
三

〃

山
　
本
　
栄
　
治

幹
　
　
事
　
　
石
　
川
　
　
豊

〃

斎
　
藤
　
克
　
二

〃

佐
々
木
　
祐
　
二

〃

下
　
前
　
嘉
　
彦

〃

諏
　
訪
　
修
　
三

〃

田
　
中
　
修
　
司

〃

野
　
村
　
光
　
照

〃

原
　
　
　
昌
　
二

〃

船
　
崎
　
賀
　
秀

〃

松
　
本
　
千
賀
子

〃

光
　
廣
　
昌
　
史

監
　
　
事
　
　
粟
　
屋
　
充
　
博

〃

坂
　
本
　
一
　
郎

【
櫻
井
次
年
度
会
長
挨
拶
】

身
に
余
る
光
栄
と
重
い
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
次
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
絶
大
な
る
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

現
在
の
不
況
化
の
中
、
暗

く
重
苦
し
い
環
境
の
中
個
人
、
各
社
が
絶
対
に
負
け
な
い

と
い
う
心
構
え
で
立
ち
向
か
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

商
工
会
議
所
青
年
部
』
を
掲
げ
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

14
年
度
は
、
10
月
18
・
19
日
に
広
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
青
年
部
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
色
あ
る
事
業
を
盛
り
だ
く
さ
ん
で
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

講
　
演
　
会

テ
ー
マ
　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
ゆ
た
か
に

生
き
る
〜
テ
レ
ビ
の
裏
側
か
ら
〜
」

講
　
師
　
評
論
家
・
元
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

若
　
林
　
正
　
人
　
氏

【
若
林
正
人
氏
　
講
演
会
】

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
へ
の
転
進
・
世

界
か
ら
見
た
日
本
・

世
界
を
見
た
日
本
人

が
思
う
世
界
等
に
つ

い
て
、
貴
重
な
体
験

に
基
づ
い
た
お
話
を
お
聞
か
せ
頂
き
ま
し
た
。

豊
富
な
経
済
知
識
と
比
較
文
化
論
を
交
え
な
が
ら
銀
行

マ
ン
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
日
本
文
化

の
大
切
さ
、
ま
た
、
経
営
者
に
は
定
年
の
な
い
喜
び
と
つ

ら
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
桜
中
継
ま

で
行
な
っ
て
頂
き
、
若
林
先
生
が
安
定
し
た
職
業
の
銀
行

を
退
職
さ
れ
た
時
、
日
本
一
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
に

な
ろ
う
！
久
米
宏
・
小
宮
悦
子
に
負
け
て
な
る
も
の
か
！

と
い
う
気
迫
は
今
で
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
集
約
し
た
よ
う
な
本
を
出
版
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
人
生
　
Ｏ
Ｈ
！
　
Ｓ
Ａ
Ｙ
』

発
行：

山
梨
日
日
新
聞
社

平

成

13

年

度

臨

時

総

会



7

日
　
時：

平
成
13
年
11
月
22
日
（
木
）

18：

30
〜

場
　
所：
広
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
「
瀬
戸
内
」

忘

年

会

池内会頭あいさつ

乾　杯

山本副会頭あいさつ

若林氏を囲んで

光田監事の中締め

次年度役員の紹介

お
互
い
の
労
を 

ね
ぎ
ら
い
つ
つ
… 

□11月新入会員
佐伯祐司 ㈱広島朝日広告社

□12月新入会員
真田浩和 ㈲ハレム 西村大司 ㈱にしむら
村井宏文 平成高速（協） 門田亜紀子 セゾン生命保険㈱
甲島　宏 ㈲とき印刷 三戸　栄 ㈲エイジ
中村敏幸 アズコーポレーション㈱

□２月新入会員
淺木珠実 ドリームBOX 北村直幸 ㈲エムネス
酒井弘次 ㈲ディ・ルーム 福田好雄 西日本電信電話㈱広島支店

■新しく会員になられた皆さん■
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メールのマナーとは？
インターネットの世界にもマナーがあります。
それが、ネット上のエチケットということで“ネチケット”
と言われているものです。
他人に迷惑をかけないため、不快感を与えないため、混乱
をおこさないためという意味ではこれらのマナーを実行しま
しょう。

読みやすい文章を書くためのマナー
サブジェクトの記述

サブジェクトを記述するのは必須ではありませんが、書くべきものと言えます。
最低でも「○○に対する質問です」「××にに関して報告します」などのように

記述を行うできでしょう。

引用時の注意
返信時に元メールを全文引用するのはなるべく避けましょう。
必要な部分を引用してメールの内容が無駄に多くならないよう、意味が分からな
くならないように努めましょう。

他人に迷惑をかけないためのマナー
添付ファイルに関して

添付ファイルの機能はすごく便利なため、ついつい多用してしまいがちですが、あまり大
きなファイルを添付すると、ネットワーク、サーバ、受信相手に対して多大な迷惑をかける
ことになります。
メール１通のサイズは、50Kbyte以下を目安として、それを超えるような場合は分割して

送信を行うようにするのが基本です。
もし、テキストで済む内容のものであれば、テキスト形式でメール本文に書くなり、テキ
スト文書を添付ファイルとするなりするべきでしょう。
WordやExcelなどはウイルス感染の危険性が高いため、そういう形式で送られることを嫌
う人もいます。Word、Excelで文書を送るなら、ウイルスチェックソフトは必須といえるか
もしれません。

他人を不快にさせないためのマナー
最低限記述すべきもの

電子メールはその名の通り“手紙”と同じです。
手紙だとするとやはり、基本的には手紙の書き方と同じと考えてもいいでしょう。
つまり、メールには必然的に以下のことが記述されるものだということになるでしょう。

誰宛に書いたメールか
自分（メールを書いている人）は誰であるのか なぜメールを書いたのか
どうしてほしいのか 名前／メールアドレスなどの署名（シグネチャ）

また、メールは「リアルタイムで返事が返ってくる」ツールではありません。
相手も返事を書くときは他の用事や業務などの時間を割いて返事を書かなくてはならないことを常に
気に留めていて下さい。


